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第 2 章は上記等価回路について詳細検討し，適用限界を追求した上， エミッタ接地，ベース接地，










プレーナ形トランジスタについて，試作測定器により， 300---1 000 Mc の周波第 4 章ではメサ形，
数における有能利得を測定した結果を述べている D そして，測定値は，前章の方法による計算値とよ
-377-
く一致するととを確かめている。
第 5 章は安定係数を考慮したときの最大伝達電力利得を等価回路定数によって表示することを試み
ている。そして，乙の結果を，エミッタ接地回路とベース接地回路に対して適用し，前者においては
高安定性のため，とくに，乙の類の電力利得をとりあげる要はないが，後者における利得は， 4 端子
パラメータの選び方によって，算出結果に大きい差の現われること，および，諸定数と複雑な関係の
あるととを示している口
第 6 章ば結論であり，本研究において得られた新しい知見を列挙し，素子と回路の設計に当ってと
くに重要な諸点を要約している。
論文の審査結果の要旨
本論文は拡散ベーストランジスタの形式的な高周波集中T形等価回路諸定数が超高周波領域におけ
る実際の回路の電力利得と，どのように関係づけられるかを，詳細な計算と周到な実験によって明示
し， トランジスタ素子と回路の設計に厳密な基礎を与えたものである口
この成果は，素子，回路設計における従来の試行錯誤的方法を是正するに役立ち，とくに， トラン
ジスタ回路技術を一歩前進させたものと考えてよい。
したがって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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